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     FROM PATIENTS WITH MALE INFERTILITY
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   The proteoglycan of the mast cells from human testes was analyzed using histochemical tech-
niques. Testicular biopsies were obtained from 50 with idiopathic male infertility, 13 with obstructive 
azoospermia, 6 with varicocele and 14 normal men. To identify the proteoglycan, nitrous acid 
treatment and chondroitinase ABC digestion were carried  out in addition to specific staining pro-
cedures using Alcian Blue pH 1.0 and high iron diamine. In all clinical groups, the mast cells 
which contained heparin were predominant. However, in the idiopathic male infertility group, the 
mast cells which contained chondroitin sulfate increased significantly. This type of mast cells were 
rarely seen in normal testicular tissue, whereas in the testes of patients with idiopathic male infer-
tility, 20 percent or more mast cells contained chondroitin sulfate. This observation demonstrates 
that a change in mast cell subclass occurs in the testes of the patients with idiopathic male infer-
tility and implies that the mast cells play an important role in the etiology of this disorder. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 349-355, 1991)
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原則 と してCharnyの 方 法 に 準 じて精 巣生 検 を 施
行 した3)ま た 一 部 の 閉塞 性 無 精 子症 の患 者 では 手 術
rl寺に 精 巣 組 織 を採 取 した.生 検 組 織 は直 ちにCarnoy
液 に て室 温 下 に3時 間 固 定,エ タ ノール 系 列 に て 脱
水,キ シ レンに て置 換 後,パ ラ フ ィ ン包 埋 し,各 パ ラ
フfン プ ロ ノク よ り厚 さgumの 連 続 切 片 を作 製 し
た.各 切片 は ス ラ イ ドグ ラス に貼 付 し,キ シ レンに て
脱 パ ラ フ ィン し,エ タ ノール系 列 で水 和 し,一 般 染色
と して ヘ マ トキ シ リンエ オ ジ ン染 色 を,ま た プ ロテ オ
グ リカ ン検 出法 と して,ア ル シァ ンブ ル ーpHLO染
色4),また は高 鉄 ジ ア ミ ン染 色5)を施 した.さ らに ブ
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ロテナ グ リカ ン分 子 種 検 索 の ため 亜 硝 酸 分 解 法6)と
chondoroitinaseABC消化法7)とを 上 記 二種 の プ ロ
テオ グ リカ ン検 出法 に 併用 した,
].亜 硝 酸 分 解 法
切 片 を0.24M亜 硝 酸1.8M酢 酸 溶液 に 室温 に て
100分間 浸漬 後 洗 浄 し,上 記 の プ ロテオ グ リカ ン検 出
法 を施 した.対 照 と してL8M酢 酸 溶液 に 同温 度 同
時 間 浸漬 した切 片,な らび に無 処 置 の 切片 を用 い た,
2.chondoroitinaseABC消化 法
亜硝 酸分 解 法 に よ りあ らか じめ ヘ パ リンを 除 去 した
切 片 に 対 し同 法 を施 行 した.切 片 はchondroitinase
ABC溶 液 〔lml中に,2UのchondroitinaseABC
(生化 学 工 業),15umolの酢 酸 ナ ト リウム,50μgの
牛 血 清 ア ル ブ ミン,5μmolの エ チ レンジ ア ミン四 酢
酸 ナ ト リウ ム,5μmolのN一 エ チ ル マ レイ ミ ド,2・5
μmo1の フ ェ ニ ル メタ ンス ル フ ォ ニル フ ル オ ライ ド,
0.18μmolのペ プ ス タチ ンを 含む0.1Mト リス塩 酸
緩 衝 液(pH8.0)溶 液)〕 中に37℃ に て90分間 浸 漬
後 洗 浄 し上記 プ ロテ オ グ リカ ン検 出法 を 施 した.対 照
と して 上 記酵 素 溶 液 か らchondroitinaseABCのみ
を 除 外 した溶 液 に 同 温 度 同時 間 浸 潰 した 切 片,な らび
に 無 処 置 の切 片 を 用 い た.
各 標 本 は400倍に て 光 顕 鏡 検 し,ヘ マ トキ シ リンエ
オ ジ ン染 色標 本 に よ りMeanJohnsenscoreの算
定8),精細 管 お よび 周囲 の 線維 化 度,Leydig細 胞 の














































































































































































































































































































































































































































稿を終 るにあた り,御 指導な らびに御校閲を賜 った,恩 師
三宅弘治教授 に感謝いた します.ま た,直 接御指導 を頂いた
名 古屋 市立大学 医学 部第2解 剖学教室山 田和順教授 ・平林義
章助手に心か らの謝意を表 します.





































































































20)山 形 達 也:コ ン ド ロイ チ ン 硫 酸 構 造 の 多 様 性 と コ
ン ド ロ イ チ ン硫 酸 分 解 酵 素 蛋 白 質,核 酸,酵 素
14:1152-1171,1969
21)WeissDB,Rodriguez-RigauL,SmithKD,
etal.:QuantitationofLeydigcellsintestic-
ularbiopsiesofoligospermicmenwithvar-
icocele.FertilSteril30:305-311,1978
al..
